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１．排出削減事業の概要 

排出削減事業名 三光㈱潮見工場の小型蒸気発電機による排出削減事業 

排出削減事業者名 三光株式会社 

排出削減共同実施 
事業者名 

株式会社日本環境取引機構 
（その他関連事業者名：株式会社ファーストエスコ） 

事業実施場所 
三光株式会社 潮見工場 
（鳥取県境港市潮見町 1 番地） 

事業の概要 

排熱ボイラーから生じる余剰蒸気を、小型蒸気発電機に投入し、

発電をする。 
買電量を削減することで、事業所における CO2 排出量を削減する

ものである。 

排出削減量の計画 340tCO2/年 (事業実施期間合計 964tCO2) 

国内クレジット 
認証期間 

開始日   2010 年 6 月 1 日 
終了予定日 2013 年 3 月 31 日 

排出削減方法論 方法論番号 014 余剰蒸気活用による小型蒸気発電機の導入 

 
２．審査結果 
  
本事業は、排出削減事業の要件に適合している。 
 

 
 



 

 

３．実施した審査手続の概要 
審査手続により、以下の排出削減事業の認証の要件の妥当性を確認している。 

要件 審査手続 

日本国内で実施されること 事業計画が日本国内で実施されていることを、事業サイトを

訪問して確認した。 
排出削減事業実施場所：三光株式会社 潮見工場 
（鳥取県境港市潮見町 1 番地） 

追加性を有すること 1)本事業は、法的義務等の遵守のために計画されたものでは

なく、CO2 排出量の削減を目的として実施されたことを、

関係者への質問等により確認した。 
2)排出削減事業の投資回収年数は 3.2 年である。投資回収年

数計算の根拠データについて、質問及び検算、関連証憑と突

合により正確性を確認している。 
3)排出削減事業者の三光株式会社は廃棄物処理業であり、環

境への貢献に熱心に取り組んでいる。国内クレジット制度で

得られた環境価値を顧客に還元したいという強い思いがあ

り、大きな CSR 効果が得られる見込みであることが事業実

施の一因である。 

自主行動計画に参加してい

ない者により行われること 
排出削減事業者への質問、関係者への質問により、自主行動

計画に参加していない事業者であることの確認を実施して

いる。 

排出削減方法論に基づいて

実施されること 
1)本排出削減事業は、排出削減方法論 014 に基づき排出削減

量を計算しており、また、方法論の適用条件を満たしている

ことを確認している。 
適用条件 1：現地視察及び発電所届出資料、関係者への質問

によって、コンデンサーで放熱されている余剰蒸気活用のた

めの小型蒸気発電機が設置されていることを確認している。 
適用条件 2：現地視察、サイトレイアウト図の確認、及び関

係者への質問等により、サイト内において他の自家発電設備

はなく、当該小型蒸気発電機で発電した電力は、全て電力系

統からの購入電力を代替するものであることを確認してい

る。 
適用条件 3：小型蒸気発電機によって発電された電力を自家

消費することを、現地視察及びサイトレイアウト図、発電所



 

 

主系統図等によって確認している。また逆潮流が発生しない

ことについて、中国電力㈱からの｢発電設備系統連系承諾書｣

によって確認している。 
適用条件 4：事業の実施前後において、蒸気の生産及び使用

条件に変更がないことを、現地視察及び関係者への質問、工

事関係資料等の閲覧によって確認している。蒸気バランスの

観点から、通常のボイラー運転時における余剰蒸気は、当該

発電機で使用する蒸気量を大幅に上回り、発電機はほぼフル

稼働することが想定されている。 
また、小型蒸気発電機外部に電力量計を設置し、当該発電機

の運転に必要な消費電力量を除く正味の発電量を計測・モニ

タリングする計画であることを確認している。 
2)その他、バウンダリの設定、ベースラインの設定、リーケ

ージの特定、排出削減量、モニタリング方法が適切であるこ

とについて、それぞれ質問と関連証憑により確認している。 
上記の詳細については、別紙「排出削減事業の要件についての確認事項一覧」を参照する

こと。 
 
４．特記事項 
投資回収年数については、補助金を除いた純投資額をもとに算出している。 
 

以上 
 


